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は じ め に   

本報告は、平成13年より毎年調査・公表している「21世紀出生児縦断調査」をもとに、出生か  

ら5歳までの間の家族状況、母の就業状況の変化、子どもの成長等を多面的に分析し、「21世紀  

出生児縦断調査（特別報告）」として取りまとめたものである。  

調査の概要  

1調査の目的   

この調査は、同一客体を長年にわたって追跡調査する縦断調査として、平成13年度から実施  

を始めた承認統計であり、21世紀の初年に出生した子の実態及び経年変化の状況を継続的に  

観察することにより、少子化対策等厚生労働行政施策の企画立案、実施等のための基礎資料を  

得ることを目的としている。  

2 調査の対象   

全国の2001年1月10日から17日の聞及び7月10日から17日の間に出生した子を対象とし、  

厚生労働省が人口動態調査の出生票を基に調査客体を抽出した。双子、三つ子についてもそれ  

ぞれの子を対象としている。  

3 調査の時期   

調査日及び調査時年齢は以下のとおりである。  

調査日  
調査時年齢  

1月生まれ   7月生まれ   

第1回   6か月   平成13年8月1日  平成14年2月1日   

第2回  1歳6か月  平成14年8月1日  平成15年2月1日   

第3回  2歳6か月  平成15年8月1日  平成16年2月1日   

第4回  3歳6か月  平成16年8月1日  平成17年2月1日   

第5回  4歳6か月  平成17年8月1日  平成18年2月1日   

第6回  5歳6か月  平成18年8月1日  平成19年2月1日   

4 主な調査事項  

（1）家族の状況  

同居者、保育者、父母の就業状況、父母の労働時間、父母の収入  

（2）子どもの生活の状況   

起床・就寝時間、通園の状況、子どもの遊びのようす、遊び場所、遊び相手、遊びで気にか   

かること、習い事の状況、テレビを見る時間、コンピュータゲームをする時間、子どもの接し方、   

子どもの行動、手伝い、病気やけが、身長・体重  
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（3）子育て意識   

父母の子どもとの接し方、食事時に特に気をつけていること、子どもを育てていてよかったと   

思うこと、子どもを育てていて負担に思うことや悩み、子育ての不安や悩みの有無、子育て費   

用、父母が子どもと過ごす時間  

※ 第1回調査から第6回調査までの調査項目については、32ページ「調査項目一覧」を参照。  

5 調査の方法   

調査票の配布及び回収は郵送により行った。  

6 調査票の回収状況等   

調査票の配布数及び回収数は以下のとおりである。  

1月生まれ  7月生まれ  合計  通算  

回収率   配布数  回収数  回収率  配布数  回収数  回収率  配布数  回収数  回収率   

第1回  26，620  23，423  88．0％  26，955  23，592  87．5％  53，575  47，015  87．8％  87．8％   

第2回  23，391  21，923  93．7％  23，575  22，002  93．3％  46，966  43，925  93．5％  82．0％   

第3回  23，374  21，365  91．4％  23，523  21，447  91．2％  46，897  42，812  91．3％  79．9％   

第4回   22，439  20，699  92．2％  22，398  20，860  93．1％  44，837  41，559  92．7％  77．6％   

第5回   21，735  19，824  91．2％  21，824  19，993  91．6％  43，559  39，817  91．4％  74．3％   

第6回  21，020  19，154  91．1％  21，167  19，383  91．6％  42，187  38，537  91．3％  71．9％   

結果の集計  

1集計客体数   

本報告では、第1回調査から第6回調査まで続けて回答のあった35，785を基本の集計客体と   

した。  

2 集計   

結果の集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。  

3 利用上の注意  

（1）表章記号の規約  

計数のない場合  

統計項目のありえない場合  

比率が微少（0．05未満）の場合  0．0  

（2）この概況に掲載の数値は四捨五入しているため、内訳の合計が総数に合わない場合があ   

る。  
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結果の概要  

1家族の状況  

（1）同居者の構成   

第1回調査時を基準として、主な同居者構成の変化をみると、「16大都市」では「父母又は父  

母ときょうだいのみ」は第6回調査までに年々減少しており、「父母と祖父母」が微増の傾向に  

ある。一方、「その他の市・郡部」は「父母又は父母ときょうだいのみ」は「16大都市」と同様  

に第6回調査までに年々減少しているが、「父母と祖父母」の変化はそれはどみられない。  

（表1）  

表1主な同居者構成の変化（指数：第1回調査＝100）  

第6回調査  第5回調査  第4回調査   第3回調査  1回調査  第2回調査  

（月齢6か月）  

総 数  

100．0  100．0   

98．2  97．2   

96．9  96．1   
67．8  46．0   

89．4  84．0  

102．6  101．7   

66．8  46．7   
91．2  84．7  

108．1  94．9  

203．6  256．0  
228．6  257．1   

16大都市   

97．7  96．9   

96．2  94．3   

95．4  93．2   
70．0  48．9   

89．1  83．3  
102．8  103．5   

74．4  55．4   

95．0  90．7  

111．1  100．0  
186．3  252．5  

166．7  100．0  

その他の市・郡部  

100．0  100．0  

96．1  95．1  

95．0  93．9  

34．8  28．6  

79．8  76．6  

100．5  99．7  

35．4  29．2  

80．0  76．3  

86．8  91．2  
313．5  366．7  
771．4  1200．0  

96．8  96．5  

93．4  92．0  

92．2  90．6  

38．3  31．8  

79．2  76．4  

103．8  104．5   
44．1  39．1  

85．3  82．5   

74．1  77．8  

299．3  357．6  
266．7  566．7  

100．0  100．0  

100．0  99．1  

100．0  98．1  

100．0  93．0  

100．0  96．6  

100．0  103．2  
100．0  96．2  

100．0  100．0  
100．0  94．9  

100．0  148．1  
100．0  242．9  

100．0  98．9  

100．0  98．1  
100．0  97．6  

100．0  93．4  

100．0  95．9  

100．0  102．3  
100．0  94．2  

100．0  101．8  
100．0  100．0  

100．0  144．6  

100．0  366．7  

100．0  100．3  
100．0  99．4  

100．0  98．2  

100．0  92．7  
100．0  96．8  

100．0  103．3  

100．0  96．5  
100．0  99．7  

100．0  93．6  

100．0  149．1  
100．0  150．0  

総数  
父母と同居   
父母又は父母ときょうだいのみ   

（再掲）ひとり   

（再掲）兄姉のみ   

父母と祖父母   
（再掲）ひとり   

（再掲）兄姉のみ   

父母とその他  
父又は母と同居  
その他   

総数  
父母と同居   
父母又は父母ときょうだいのみ   

（再掲）ひとり   

（再掲）兄姉のみ   

父母と祖父母   
（再掲）ひとり   

（再掲）兄姉のみ   

父母とその他  
父又は母と同居  
その他  

100．7  100．6  100．7  

97．8  96．6  95．7  

96．8  95．6  94．6  

44，6  33．2  27．2  

83．9  79．7  76．2  

101．4  100．0  99．0  

45．4  34．1  27．7  

83．9  79．2  75．5  

92．7  87．2  92．7  

256．6  316．8  368．8  
375．0  1150．0  1675．0  

100．5  
98．6  

97．3  

66．6  
89．4  

102．6  

65．7  
90．7  

107．3  

208．6  
275．0  

総数  
父母と同居   
父母又は父母ときょうだいのみ   

（再掲）ひとり   

（再掲）兄姉のみ   

父母と祖父母   
（再掲）ひとり   

（再掲）兄姉のみ   

父母とその他  
父又は母と同居  

1）第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，785）を集計。  

2）第1回調査の（）は縦構成比である。  
3）（再掲）ひとり、兄姉のみは、第1回調査時のきょうだい構成をとりあげ、第2回調査以降の弟妹のみ、兄弟姉妹ありは表草していない。  

4）「16大都市」は、第1回調査から第5回調査までの住所地を、第6回調査時の「16大都市」の地域に区分した。   

調査対象児の第6回調査時における住所地は以下のとおりである。   
「16大都市」東京都区臥札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、静岡市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、  

神戸市、広島市、北九州市、福岡市  
「その他の市・郡部」16大都市以外の市及び郡部  

5）総数には同居者構成「不詳」、外国在住分を含む。  
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（2）きょうだいの構成   

きょうだい構成の変化をみると、第1回調査時のきょうだい構成「ひとり」は、「その他の市・  

郡部」では年を重ねるごとに弟妹が生まれる割合が「16大都市」より高く、「ひとり」の割合が  

少ない。一方、第1回調査時に「兄姉のみ」では、「ひとり」と比べ変化は少ないが、「その他  

の市・郡部」では「16大都市」に比べ「兄弟姉妹あり」の割合が高くなっている。  

（図1、図2）  

図1 主な同居者構成別にみたきょうだい構成の変化（指数：第1回調査＝100）  

【兄側匝）み】  【ひとり】  
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－一一・・・・・・一父付又は父けとき⊥うだいのみ（16人肌行）  
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27．2  20  ○父「こ上又は父r比き⊥うたいゾ〕み（その他糾い耶舶  

十父JこLと糾父fこ上（そ♂〕他い巾・郡部）  

0  

第1r」l調査 窮2【F欄査 第3回調査取朴l調査 第5い欄査 第6【‖】調査  那1川調査 第2州周査 第：州調査 第4回調査 第5巨り調査 第6rり調すモ  

i】1）第1回調査かF）第6回凋企壬て回答を得た音（総数35，785）を集計  
2）「16人都††川〕、第】‖J調たか「）第5【‖I．調査£での住所地を、第6回調査時〃）「16人祢lト」州也域に［メニ分した  

図2 きょうだい構成の変化  

【16大都市】  

第1回調査  

第2回調査  

第3回調査  

ひとり52．1  亡姉のみ47  

兄弟姉妹あり0．9  弟妹のみ2．3   

第4回調査l  281  ［   233     既臣こZ  

第5回調査  

第6回調査  

0（‰  20％  40％  60％  80％  100％  

【その他の市・郡部】  

第1回調査  

第2回調査  

第3回調査  

第4回調査  

第5回調査  

第6回調査  

姉のみ52  ひとり47．R   

兄弟姉妹あり1．0  弟妹のみ2．8  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

注：1）第1回調査から第6回調査まで回答を得た、きょうだい構成の「不詳」を除く者（総数35，634）を集計。  

2）「16人都市」は、第1回調査から第5回調査までの住所地を、第6回調査時の「16大都市」の地域に区分したr  
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（3）保育者  

ア ふだんの保育者   

母の就業の有無別に父母以外のふだんの保育者（複数回答）をみると、「ずっと無職」（出産  

1年前から第6回調査までの間）は、「16大都市」で第5回調査から「幼稚園の先生」の割合が  

高くなり、第6回調査では9割を超えて「幼稚園の先生」となっている。「その他の市・郡部」  

においても「16大都市」と同様に「幼稚園の先生」が第5回調査から高くなっているが、「保育  

士等」の割合もわずかであるが高くなっている。   

「ずっと有職」（出産1年前から第6回調査までの間）は「ずっと無職」に比べ「祖父母」、「保  

育士等」の割合が全体で高くなっている。特に「16大都市」では第2回調査以降の「保育士等」  

の割合が7割を超え、「その他の市・郡部」では「祖父母」の割合が各回で4割を超えている。  

（図3）  

図3 母の就業の有無別にみたふだんの保育者（複数回答）の変化  

℡祖父母  口保育士等  口幼稚園の先生  

100％ 「  

【総数】  

第1回調査 第2回調査第3回調査第4回調査 第5回調査第郎づ調査  

【ずっと無職（出産1年前から第6回調査までの間）】  

（その他の市・郡部）  （16大都市）  
100％ －  

80サム  

92．6  

。＝＝山   Ⅶ  
60％ 卜  

＝11．  

20％  

… 眉L」監⊥凰コ  

60‰ 

40％ 

20％r  

O％  且鼠▲駐  
第l回調査第2同調査第3同調査第4［■－］調査第5同調査第6回調査  第1Lせ】調査第2し■ヱ】調査箭3回調査貰持回調奄第5回調査第6回調麿  

【ずっと有職（出産1年前から第6回調査までの間）】  

（その他の市・郡部）  
10…r  

82．，   

（16大都市）  

100％「  

80％r   

6…「  

40≠ 卜  

20％ト  

80％  

60％ －  

40％  

20％ 

第1lロ】調査第2同調査第31叶調査第4kd調査第5回調査第6回調査  第1回調査第2回調査第3回調査第4回調査第51可調査第6回調査   

注：1）母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，363）を集計。  
2）ふだんの保育者のうち「母」、「父」、「その他」は表草していない。  
3）「保育士等」には「保育所・託児所の保育士など」「保育ママさんやベビーシッター」を含む。  
4）「16大都市」は、第1回調査から第5回調査までの住所地を、第6回調査時の「16大都市」の地域に区分した。  
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イ 祖父母   

祖父母の同居の有無別に祖父母の保育状況をみると、「16大都市」では同居の割合が低いが、  

「祖父母の同居あり」のうち「ふだんの保育者」の割合が、「その他の市・郡部」に比べ第3回  

調査以降、若干であるが高い傾向にある。一方「祖父母の同居なし」では「その他の市・郡部」  

が「16大都市」に比べ高くなっている。（表2）   

ふだんの保育者（複数回答）が祖父母のうち「祖母」についてみると、「祖父母の同居あり」  

では「16大都市」が第2回、第3回調査では、「父方の祖母」（対象児の父の母親）の割合が高  

いが、第4回調査以降は「母方の祖母」（対象児の母の母親）の割合が高くなっており、「その  

他の市・郡部」では、いずれの回でも「父方の祖母」の割合が高い。¶一方「祖父母の同居なし」  

では、「16大都市」、「その他の市・郡部」いずれにおいても「母方の祖母」の割合が高く、また  

「祖父母の同居あり」に比べ「母方の祖母と父方の祖母」が高くなっている。（図4）  

表2 祖父母の同居の有無、ふだんの保育者（複数回答）が「祖父母」の割合  

】6人こ何日f  そノ）一也〝）「ド・郡曽；  

手11父‖＝レ）卜りノ．1こ．ぁり  ネtL父トJ＝ソ）い】小‡なし  召t父Jこl〃）いJJ．1‡あり  封L父Jこ上〝）l－iJ小‡′亡し  ネIl父トよ〃）  
llr＝．1；方）り  

（宗盆放）  
／ら、／ごん〃）  

†某了デ苫   
ノミ、だん〝）  

†某了デ昔   
／ら、だ／レ〝）  

†某で手首   
ノミ、だ／）〝）  

†果すデ苫  
節1トー1．凋た  
？持2r・畑言周査  

許i3い1．潤す≠  

；朽4い1．調すた  

第5l＝I．三周査  

言ゎ6ぃり．三周査  

11．3  56．3  88．7  

12．】  63．6  87．9  

12．3  61，1  87＿7  

13．0  59，0  87．0  

13＿1  57．0    86，9  

13＿／1  57．0  86，6   

9＿7  2／1．7  58＿0  

12．8  25．9  63＿8  

13．0  26＿2  59．6  

1l．5  26．2  56．7  

11．7  26．2  55．7  

11．2  26＿1  55．7  

75．2  12．6  

7／1．1  17．6  

73．8  17．2  

73．8  15＿1  

73．8  15．3  

73，6  l／1．9  

71三：1）第Ir・1】淫咽たか√｝椚hぃり言憫戸主まで【＝1？ギを†【手工二昔（総数二i5，7H5）を1た計  
○）総数に（1外いゝ】／トイlう｝ろノ拝む、  
3）「1付人音机†りは、第1い11．淵在カ、「）2汚5回．洞内tで〃）イl三I咋1也を、；汚H卜り．弼在‖ナ〃）「川人耶■巨」し′）地J或に「大分しノブ二  
4）「対l～こト上ノ〉い川・ト♭）り」、「ネ‖女：ト上レ〉l■γ】居′′亡し」f土葬患故に女寸」る‘別r㌣  

5）「ふだんレ）イ来ff石」け、「封L父母ソ）l■了＝ノご方）り」、「封1父付ノ）ト司小㌢なし」に対すろ筈車合  

図4 祖父母の同居の有無、ふだんの保育者（複数回答）が祖父母のうち「祖母」の割合  

【祖父母の同居あり】  
Jこ上〃♂）祁一ミュ  
と父ノノの祖け  

（16大都市）  

父ノノ〝）祖巨上  巨ユノノJ）月＝辻  
（その他の市・郡部）  

第2回調査  

第3回調査  

第4回調査  

第5回調査  

第6回調査   

1．9  

1．9  

1，9  

2．1  

1．7  

3．5  

2．7  

2．3  

2．3  

2．0  544  

100％    RO‘施    60■‰  40【■心  20‘夷，  0‘‰  0‘施  20一‰    40【‰    60‘‰    80－‰   100％  

【祖父母の同居なし】  

（16大都市）  （その他の市・郡部）  

第2回調査  

第3回調査  

第4回調査  

第5回調査  

第6回調査   

100％  80％  60％  10一喝  20■‰  0りら  0％  20‘私    40一‰    bO％    80‘‰   100‘‰   

7主二1）第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，785）を集計。  

2）第1回調査〝）ふだんの保育者「祖父母」‘丈「母方」と「父方」を区分して調査していないし  

3）ふだんの保育1年「祖父母」（プ）うち、「祖父（ノ）み」は表章していない。  

4）「16大都市」は、第1回調査から第5回調査までの住所地を、第6回調査時〝〕「16大都市」〟）地域に区分した。  
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（4）母の就業状況  

ア 就業の有無   

出産1年前に54．5％であった母の「有職」の割合は、第1回調査（出産半年後）で25．1％と減  

少したが、年々増加して第6回調査では51．4％となり、出産1年前に近づきつつある（図5）。  

図5 母の就業の有無の変化   

不詳  

0．8  

1．0  

0．5  

0．6  

1．0  

1．7  

1．1  

出産1年前   

第1回調査  

（出産半年後）   

第2回調査   

第3回調査  

第4回調査  

第5回調査   

第6回調査  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

注：母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，363）を集計。  

イ きょうだい構成別にみた母の就業状況の変化   

第1回調査時のきょうだい構成別に母の就業状況の変化を指数（出産半年後＝100）でみると、  

「ひとり」では「パート・アルバイト」が出産1年前の指数が783．0 となっており、第6回調  

査（指数761．7）で出産1年前の値に近づきつつあるが、「有職」では第6回調査においても出  

産1年前の値に達していない。一方の「兄姉のみ」では「パート・アルバイト」が出産1年前  

の指数が241．1となっており、第6回調査（指数654．5）においては出産1年前の約2．7倍とな  

り、「有職」でも第4回調査以降で出産1年前より高く推移している。（図6）  

図6 第1回調査時のきょうだい構成別にみた母の就業状況の変化  

（指数：第1回調査（出産半年後）＝100）  

【兄姉のみ】  
㈹0  

7。。i  

【ひとり】   ハート  
アルバイト  

ハート  
アルバイト   

65／l．5   
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有職  
2224  

常勤  
1147  常勤 96・6】00「126・2  

票 R61  
0 」  

●無職   

575  

出産1年前  第1同調査  第2同調査  第4「可調査  第5回調査  第6回調査  出席」年前  第l恒】調査  第2t可調査  第4同調査  第5回調査  第6阿調査  

（出産半年後）  （出産半年後）  

注：1）母と同居している、窮】回調査から第6回調香までl叶符を得た、母♂）就業状況「イこ詳」を除く者（総数33，395）を集計 

2）第3回調査は母の就業状況を調査していない．  

－7－  
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第1回調査時（月齢6か月）のきょうだい構成別に、出産1年前からの母の就業状況の変化  

をみると、第1回調査時のきょうだい構成「ひとり」は、出産1年前では「有職」が75．1％、「無  

職」が24．9％であったが、出産半年後では出産を機に「有職」から「無職」に変化し、「無職」  

が74，9％、「有職」が25．1％となった。   

一方、きょうだい構成「兄姉のみ」では、出産1年前では「無職」の割合が高く63．粥で、「有  

職」が36，1％となっている。出産半年後では「無職」の割合が微増し74．2％で、「有職」が25．8％  

となった。   

いずれのきょうだい構成をみても、第6回調査では、「ひとり」及び「兄姉のみ」は約6割ま  

で就業は増えており、他方、対象児より下のきょうだいがいる母の就業の割合は低くなってい  

る。（図7）  

図7 第1回調査時のきょうだい構成別にみた母の就業状況及びきょうだい構成の変化  

【ひとり】  

ロ無職  □常勤  臼パート・アルバイト   匝自営業・家業、内職、その他  
4．0  

第1回調査  

第6回調査  

弟妹のみ  

0■‰  2り（施  40■施  60％  80％  100％  

【兄姉のみ】  

出産1年前  

第1回調査  

出産半年後  

凸  

第6回調査  

兄姉のみ  

兄弟姉妹あり  

0（‰  20％  40％  60（垢  80％  100％   

ア主：母と同居Lている、第1回調査から第6回調査まで回答を得た、母の就業状況「不詳」を除く者（総数33，395）を集計、j  
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ウ 出産1年前に「無職」の母の就業の変化（第6回調査時のきょうだい構成別）   

出産1年前に「無職」の母の就業の変化を、第6回調査時（5歳6か月）のきょうだい構成別  

にみると、「弟妹のみ」は出産1年前から第6回調査まで「ずっと無職」（70．2％）の割合が最も  

高く、「就労開始」（19．1％）は低くなっている。また「兄姉のみ」は「ずっと無職」（47．6％）が  

最も低く、「就労開始」（40．5％）が高くなっている。（図8－1）   

出産1年前に「無職」の母が、「就労開始」をした調査回（対象児年齢）を、第6回調査時の  

きょうだい構成別にみると、「ひとり」は第4回調査（3歳6か月）が22．1％と最も高い。他は  

第6回調査（5歳6か月）で「弟妹のみ」34．9％、「兄弟姉妹あり」33．9％、「兄姉のみ」24．0％と  

最も高くなっている。（図8－2）  

図8－1出産1年前に「無職」の母の就業の変化（第6回調査時のきょうだい構成別）  

第1回調査時  
ひとり  

兄姉のみ  

第1回調査時   
兄姉のみ  

ノノ‾‾  
＿一一一－ ±二ニ  ト  ⊥ゝT  

60％  80％  100％  
一一一一－  

0 一  一一 ‾‾‾ 
＿＿一ノ ーーー・ 

＿ ＿ノ＿ 

図8－2 就労開始の調査回（対象児年齢）  

50％  

40％  

30％  

20％ 卜  

10％「  

ひとり  弟妹のみ  兄姉のみ  兄弟姉妹あり  

ロ第1回調査 口第2回調査 田第3回調査 日第4回調査 由第5回調査 ■第6回調査  
（月齢6か月） （1歳6か月） （2歳6か月） （3歳6か月） （4歳6か月） （5歳6か月）  

囲8－1注：1）母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た、母の就業状況「不詳」を除く者（総数33，395）を集計。  
2）出産1年前に「無職」の母の就業状況の区分は以下のとおりである。  

「ずっと無職」  出産1年前から第6回調査まで、全て無職。  
「就労開始」  出産後いずれかの時点から有職を継続している。  
「有職無職繰り返し」出産後有職、無職を繰り返す。第6回調査時の有職、無職は問わない。  

凶8－2注：母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た、母の就業状況「不詳」を除く、出産1年前が「無職」の母の就業  

状況が「有職」になり、第6回調査まで「有職」を継続した者（総数4，996）を集計。図8－1の「就労開始」を100としている。  
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エ 出産1年前に「有職」の母の就業の変化（第6回調査時のきょうだい構成別）   

出産1年前に「有職」の母の就業の変化を、第6回調査時（5歳6か月）のきょうだい構成別  

にみると、出産1年前から第6回調査まで「ずっと有職」では、「兄姉のみ」（52．8％）、「兄弟姉  

妹あり」（45．6％）の割合が高い。「出産後離職その後有職」では、「ひとり」（37．7％）、「兄姉の  

み」（30．6％）の割合が高くなっている。「出産後離職その後無職」の場合、「弟妹のみ」（45．9％）  

の割合が高い。（図9－1）   

出産1年前に「有職」の母が、「出産半年後離職その後有職」開始をした調査回（対象児年齢）  

を、第6回調査時のきょうだい構成別にみると、「兄姉のみ」39．0％、「ひとり」26．5％、「兄弟姉  

妹あり」24．5％と、第2回調査（1歳6か月）の割合が最も高い。「弟妹のみ」は第6回調査（5  

歳6か月）が29．0％と最も高くなっている。（図9－2）  

図9－1出産1年前に「有職」の母の就業の変化（第6回調査時のきょうだい構成別）  

第11叫調査吋  

ひとり  

弟妹♂〕み  

兄姉のみ  

第1l＝h調査時   
ウL帥♂）み  

兄弟姉朝あり  

0‘鬼  20一札ノー  40‘城，  60－‰  80‘‰  1001施  

図9－2出産半年後離職その後有職開始の調査回（対象児年齢）；  
50％  

％
 
 

％
 
 

％
 
 

％
 
 

′
U
 
 

n
）
 
 

ハ
U
 
 

ハ
U
 
 

リ
J
 
 

4
 
 

2
 
 

26．5  

0％  

ひとり  弟妹のみ  兄姉のみ  兄弟姉妹あり  

□ 第2回謂た   四 第3ト一丁調査   四 第4回．調査   団 第5回．調査   ■ 第6ト一丁調査  
（l歳6かノ】）   （2歳6かノ】）  （3歳6かり）  （4歳6かノ‖  （5歳6かノ】）  

図91往：1）母とl・伸｝している、第1い畑澗査から第6r‖】調査まで回答を得た、トjの就業状況「十こ詳」を除くネ（総数33，395）を生計「  
2）川催1隼郎‖二「イ川哉」のl：上の就業状況の【亘分は以卜のとおりであるn  

「ずっとイ】職」  川塵l〈Hl崗ゝら第6回．調査まで、全てイ川軋  

「川底後離職そ♂）後イ】臓」   出席後いずれかの時点で離職し、その後在職になりイ】■職を継続している。  
「川慮、‡㌧年後離職その後有職」 出席γ年後までに離職し、その後イ川副こなりイナ職を継続している。  

※1：日産、仁年後はイ川鼓でその後離職し、そ♂）後イ用射こなりイ】■職を継続している。  
「川床後離職その後無職」  山麓後いずれかの時ぶで離職し、そグ）後無職を継続している。  
「仙童、1二隼綬離職その後無職」 川席γ年後までに離職L、そ♂〕後無用談を継続している∩  

※2：．tい〉邑、j二i卜後はイ】職でその後離職し、その後無モ職を継続している。  

「イ川腋無職繰り返し」  川産後イ】▲職、無職を繰り返す。第6川．調査時の在職、無職混用服っない。  

l※†9－2往‥持と川い㌢している、第1l‖J．調査から第6r‖h洞査圭でr‖1答を門け二、け♂）就業状況「不詳」を除く、川俺l伯1摘汗イナ職」の母の就業  
状況が、H庵、1二隼後「無職，」、そぴ）後「在職」になり第6回調査まで「イ川勘を継続した音（総数3，997）を集計〔  
l叉19【1（7〕「川催、1二隼後離職その後有職lを100としている。  
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オ 出産半年後に育児休業を取得した母の就業状況の変化  

出産半年後に「常勤」の母の育児休業取得の有無をみると、「常勤」15．8％のうち「育児休業  

取得あり」12．9％、「育児休業取得なし」2．9％、いずれも年を重ねるごとに微減傾向にあり、  

第6回調査では、それぞれ9．3％、2．2％となっている（図10）。  

育児休業取得の有無別にきょうだい構成をみると、「育児休業取得あり」では「ひとり」58．2％、  

「兄姉のみ」41．8臥「育児休業取得なし」では「ひとり」48，2％、「兄姉のみ」51．8％となって  

いる。その後の変化をみると年を重ねるごとにいずれも弟妹が生まれ、第6回調査では、「育  

児休業取得あり」で「ひとり」18．4％、「弟妹あり」48．1％、「育児休業取得なし」では「ひと  

り」18．1％、「弟妹あり」41．1％となっており、「育児休業取得あり」での「弟妹あり」の割合  

が7．0％高くなっている。（図11）  

図10 母の就業状況「常勤」の変化  
35％  

（常勤32．4）  
田再就労等   

田育児休業取得なし   

□育児休業取得あり  

（16．5）  
（15．4）  （15．9）   （15．8）  

（15，0）  

問
 
 

第4川調査  第5回調査  第6回調査  J‖塵1年前  第1回i弼査  第2回調奄  
（出産半年後）  

注：1）母と同居している、第1「nl調／産から第6回調査よで巨】】答を得た者（総数35．：】63）を集計－  
2）「育児休業桝尋あり」とは、第1回調査（出産半年後）に育児休業を「すでに晰拝した」、「現在、育児休業中である」、「これから取得するγ碇である」者をいう  
3）「再就労等」とは、第1回調査（出産半年後）に「常勤」以外の者をいう 
4）「常勤」には第l回調査（出産ゝ霊仁句二後）の「育児付こ纂取得の布無不詳」を含む．  
岩）第3恒】調査は母の就業状況を調査していない  

図11母の育児休業取得の有無別にみたきょうだい構成の変化  

【育児休業取得あり】  

第1回調査  
（育児休業）   

第2回調査  

第3回調査  

第4回調査  

第5回調査  

第6回調査  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

【育児休業取得なし】  

ひとり4臥2  

45，8  

第1回調査  

第2回調査  

第3回調査   

第4回調査  

第5同調査  

第6回調査  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

往こ1）第l回調査から第6回調査よでlロ】答を得た、第1回調査拙鹿半年後）の就業状況が「常勤」の母とId居している、きょうだい構成の「不詳」を除く者（総数5，636）を集計〉   
2）「育児休業取得あり」とは、第l回調査（出産、】咋後）に育児休業を「すでに取得した」、「現在、育児休業中である」、「これから取得する予定である」音をいう〉  
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育児休業を取得した母の就業状況「常勤」の変化を、第1回調査時のきょうだい構成別にみる  

と、「ひとり」では第2回調査で約2割減少して81．7％となり、弟妹の割合が増えるが第6回  

調査では常勤が67．6％となっている。【一方「兄姉のみ」でも常勤の割合は減少しているが第6  

回調査で79．9％と、「ひとり」に比べ「常勤」として継続している割合が高い。（図12）   

就業状況の変化を第1回調査時のきょうだい構成別にみると、「ひとり」が「兄姉のみ」に比  

べ「常勤」から移動する者が多くなっている。特に「16大都市」で移動が多く、「無職」が第  

2回調査で16．6％、第6回調査で2l．0％となり、「常勤」の割合は64．8％と少なくなっている。  

（図13）  

図12 出産半年後に育児休業を取得した母の就業状況「常勤」及びきょうだい構成の変化  

【兄姉のみ】  

ロ兄姉のみ 四兄弟姉妹あり  

【ひとり】  
□ひとり  日弟妹り）み  

（瑞・勤100．0）  （常勤10…）  

100％  

80％  

60〔払  

10％  

20％  

0％  

（8（）0）  

11  （臼2・射   はl．6）  
（81．7）  （799）   

31  椚  
（720）（7り7）  

（67．6）  

60％  

川ヽ  

20％  

0％  

第l回調た 節2l‖l．調た  

川凋晋丼磯）  

那4回調査 第5川凋た 第6回調査  前1回調査 前錘了謂た  第4回調査 前5巨・爛査 第帥f調査  

（㈹産半年後）  

往 l）けと同居Lている、那Il‖l崩れかご〕紬ういl謂た王でl‖】答を†【≠た、けび）就業状況「十、．洋」を除くネ（総数33，395）を集計  
2）「育軋沐業取得あり」とは、第1回調査（f榊た、仁く卜後）に育リ上十本業を「すでに取得した」、「現れ、育児休業咋である」、「二れから取得するr・定である」片をいう 
こう）第3l‖l．調査はけの就業状況腐調査していない 

図13 出産半年後に育児休業を取得した母の就業状況の変化  

口常勤  qハートアルバイト  田自営業・家業、内職、その他  □無職  

【ひとり】  
（16人椰lい  （その他のlト郡部）  

川壕半年後）ト  う70日  

丁目l  

U％  2U≠  lU㌔  6U％  HO％  lUU当   

【兄姉のみ】  

（そL叫也〔7）巾・郡部）  

lUO％  HO％  Gし）≠  10㌦  JU％  Uヽ  

（1（i人附い  

第‖＝1調査  

（t一棟－「年後）   

第2回調査  

注1）り上l札㍍Lていろ、箭＝‖腐れ1りh）第村‖儒′仁1升－1答を寺号た、トトノ′祉射来れ「′こ詳」を除く肴（組敷：5こ与1【輔を象計  
2〉「苦し「目薬取得あり」とJi、第1L・r】粛狛出嘩仁叶子11二吾IJLヱ√大業む「■lご二二桝汚したj、「fÅ在、椚ユ′本別い7音〕ろ」、「二才l∴ゝL■J肘【ト「ろト定てふ′ろ川をし   

：り 第：jl・】l諜査けー：上げ）就削いkを粛査し∴、／了．、   

1）「挿入許「†＝】ごt、第1ト】1誰査いり甘諦】讃たtご叫【叫地を、第hい1が†r咋J汗1h左肺車」い地域∴Lく1汁仁  
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力 地域別にみた通園の状況   

第5回調査時（4歳6か月）の通園の状況をみると、総数では「保育所」が38．2％、「幼稚園」  

が51－1％と「幼稚園」に通園の割合が多いが、地域ブロック別でみると、「保育所」は「北陸」  

（67・9％）と「南九州」（55．0％）が高く、幼稚園では「関東1」（62．6％）と「北海道」（52．2％）  

が高い。また市郡別にみると、「15大都市」では「幼稚園」（62．3％）の割合が高く、「郡部」で  

は逆に「保育所」（53．0％）が高くなっている。（図14）  

図14 地域ブロック・市郡別にみた第5回調査時（4歳6か月）の通園の状況  

恥保育所  口幼稚園  ■保育所と幼稚園  □通園なし  

（地域ブロック別）  

北海道  

東北  

関東1  

関東2  

北陸  

東海  

近畿1  

近畿2  

中国  

四国  

北九州  

南九州  

（市郡別）  

15大都市  

その他の市  

郡部   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

母と同居している、第1回調査から6回調査まで回答を得た、母の就業状況「不詳」、通園状況「不詳」を除く（総数33，371）を集計。  1
 
2
 
3
 
 
 

注
 
 総数には外国在住分を含む。  

「地域ブロック」「市郡」は第5回調査の状況である。  
「地域ブロック」の区分は以下のとおりである。  

「北海道」北海道  
「関東1」埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県  
「北陸」新潟県、富山県、石川県、福井県  
「近畿1」京都府、大阪府、兵庫県  
「中国」鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県  
「北九州」福岡県、佐賀県、長崎県、大分県  

「東北」青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県  
「関東2」茨城県、栃木県、群馬県、山梨県、長野県  
「東海」岐阜県、静岡県、愛知県、三重県  
「近畿2」滋賀県、奈良県、和歌山県  
「四国」徳島県、香川県、愛媛県、高知県  
「南九州」熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県  

「15大都市」の区分は以下のとおりである。   
東京都区部、札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、静岡市、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市、   
広島市、北九州市、福岡市  
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キ 通園の状況別にみた母の就業状況の変化   

第5回調査時（4歳6か月）の通園状況別に母の就業状況の変化をみると、保育所に通園し  

ている子の母は、出産1年前では「有職」71．5‰「無職」28．5％で、第1回調査（月齢6か月）  

では「有職」が44．8％と減少したが、年々増加して、第6回調査（5歳6か月）では、「有職」  

84．3％、「無職」15．7％となっている（図15）。  

図15 第5回調査時（4歳6か月）の通園状況別にみた母の就業状況の変化   

【「保育所」に通園している子の母の就業状況】   

由有職 □無職 □仕事を探している 田仕事を探していない ■求職状況不詳及び学生  

出産1年前  

第1回調査  

（月齢6か月）  

第2回調査  

（1歳6か月）  

第3回調査  

（2歳6か月）  

第4回調査  

（3歳6か月）   

第5回調査  

（4歳6か月）  

第6回調査  

（5歳6か月）  

無職28．5  

無職 55．2  
仕事を探している  

仕事を探していなし  

無職 44．1  

99  

0％  20％  40qo  60％  80％  100％  

【「幼稚園」に通園している子の母の就業状況】  

田有職 □無職 臼仕事を探している 田仕事を探していない ■求職状況不詳及び学生   

出産1年前  

第1回調査  

（月齢6か月）  

第2回調査  

（1歳6か月）  

第3回調査  

（2歳6か月）  

第4回調査  

（3歳6か月）   

第5回調査  

（4歳6か月）  

第6回調査  

（5歳6か月）  

有職44．9  無職55．1  

無職 86．4  
事を探している  

仕事を探していない80．1  

無職85．0   

94  

100％  20％  40％  60％  80％   0％  

注：1）母と同居している、第1回調査から6回調査まで［司答を得た、母の就業状況「不詳」、通園状況「不詳」を除く者（総数33，371）を集計。  

2）出産1年前、第3回調査は求職状況を調査していない。  
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2 子育ての意識  

（1）子どもを育てていてよかったと思うこと   

子どもを育てていてよかったと思うこと（複数回答）の変化を、母の就業の有無別に比較す  

ると、「子どもを通して自分の友人が増えた」では「ずっと無職」の割合が高く、「毎日の生活  

にはりあいがある」では「ずっと有職」の割合が高くなっている（図16）。  

図16 母の就業の有無別にみた主な子どもを育てていてよかったと思うこと（複数回答）  

駆：：ヨ総数・・・←・ずっと無職 －一一・・・－ずっと有職  

【家族の結びつきが深まった】  【子どもとのふれあいが楽しい】  

【柘l】のご1三浦にはりあいがある】  【子どもを通して自分の友人が増えた】  

100％  
トIlヽ ・  

60％「   

40％ r  

20％  

－  

第1回調査 第2回調査 第3回調査 第4回調査 第5回調査 窮6r可調査  第1回調査 第2同調奄第3阿調査 第4阿調査 第5回調査第6回調査  

【子育てを通して自分の視野が広まった】  

100％「  

80％卜  

6…「  

40％  

20％ト  

0％ L  

注：1）何と同居している、第l同調査から第6阿調査よで回答を得た者（総数35，363）を集計  
コ）「「どもの成長によろこびを感じる」は、第1L叫調査」第2凹調査では調査していない  
3）「戸とものおかげで家庭が明るい」は、第1l【司調査は「家庭が明るくなった」であり、茶2回  

調査は調査していない 
4）「仁ど鼠，とのふれあいが楽しい」、「家族の結びつきが深失った」は、第l回調度では調査  

していない 
5）「毎Hの生活にはりあいが友る」は、第1k！1調査は「生F舌にはりあいができた」、第2L‖】調香  

は「毎日の生活にはりあいができた」である  

第1桓］調奄 第2一口】調査第3同調査 第4回調査 第5回調査第6回調査  
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（2）子どもを育てていて負担に思うことや悩み   

子どもを育てていて負担に思うことや悩み（複数回答）の変化を、母の就業の有無別に比較  

すると、「子育てによる身体の疲れが大きい」、「目が離せないので気が休まらない」は「ずっと  

無職」の割合が高く、「仕事や家事が十分にできない」は、「ずっと有職」の割合が高くなって  

いる。また、第4回調査以降「子育てで出費がかさむ」は「ずっと無職」の割合が高くなり、「自  

分の自由な時間が持てない」は「ずっと有職」の割合が高くなっている。母の就業の有無によ  

り、負担に思うことや悩みに差が出ている。（図17）   

図17 母の就業の有無別にみた主な子どもを育てていて負担に思うことや悩み（複数回答）  

E：：：＝ヨ総数◆ずっと無職・・・・・・・・－ず／止イ用談  

【子育てで出費がかさむ】  【自分の自由な時間が持てない】  
70年ム  

60％  

50りも  

10％  

吋▲  

20％  

10％  

0％  

制回調査 第2回調査 第帥1調査 錮欄査 第5冊査 錮＝瀾査  第＝可調査 取狛澗査 錮・澗査 第41欄査 齢「可調査 第6回調査  

【仕事や家事が十分にできない】  【子育てによろ身体の疲れが大きい】  
70年ひ  

60％  

50‰  

10％  

30年ロ  

コ0％  

】0％  

0り□  

70％  

60％  

50％  

10％  

吋＼、  

ご0％  

10一弘  

0％  

17．6● 

193   

第＝＝闇査 買掛－1調査 第洲調査 射回調査 第帥儲査 第6L＝偶査  第＝可調査 第2回調査 錮軸調査 第4回調査 第5回調査 第帥1調査  

【目が離せない〝）で気が休去らない】  
丁申、  

60サー  

50％  

1帆  37．0  

30％  

20％  

10％  

11ヽ  

注．1）「柑一丁」帖Lている、芥川‖」調勅、ら第帥は純よで回答を得た者（総数35．363）  
を生計   

2）川二・拝や家・声がl分にてきない」は、第＝・－】調査、第2【・11調査で出≠新＝分  

にできない」である「   
3）「＝が離せないので気が休揺らない」は、第l「‖】調査では調査していない  

第＝再調査 買亨釦欄査 第3【‖］調査 第4恒闇査 第5帖周査 綱川調査  
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3 子どもの生活の状況  

（1）子どもの成長（身長と体重）   

出生時（平成13年）から5歳6か月（第6回調査）までの体重と身長の推移を性別にみると、  

男児は出生時の平均体重と平均身長は3，076g、49．2cmとなっており、1歳6か月（第2回調査）  

では身長が出生時から約32cm伸びて81．1cmとなり、体重も約7．8kg増え10．9kgとなっている。  

5歳6か月においては、平均体重が18．9kg、平均身長が110．5cmとなっている。また女児は男  

児との差はあるものの、同様の傾向で成長している。（表3）   

出生時の体重別に、平均体重と平均身長の5歳6か月までの推移をみると、2，500g未満と  

2，500g以上の子どもでは、調査回毎に差はあるものの同様の傾向で成長している（表4、図18、  

図19、図20）。  

表3 平均体重・平均身長の推移  
男 児  女 児  

体重（kg）  身長（cm）  身長差（cm）  体重（kg）  身長（cm）  身長差（cm）   
出生時   3．076  49．2  2．990  48．7   

1歳6か月   10．9  81．1  31．9  10．3  79．7  31．0   

2歳6か月   13．1  90．0  8．9  12．6  88．8  9．1   

3歳6か月   15．0  97．2  7．2  14．5  96．2  7．4   

4歳6か月   16．8  104．0  6．8  16．5  103．2  7．0   

5歳6か月   18．9  110．5  6．5  18．5  109．8  6．6   

注：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、出生体重・身長、各回の体重・身長の「不詳」を除く者（男児9，177、女児8，505）を集計。  

表4 平均体重・平均身長の推移（出生時体重2，500g以上と2，500g未満）   

出生時  
2500g以上   

出生時  
2500g未満   

出生時  
2500g以上   

出生時  
2500g未満   

出生時  

1歳6か月  

2歳6か月  

3歳6か月  

4歳6か月  

5歳6か月   

6
9
1
0
8
9
 
 

7
 

〇
 

．
1
 

3
 
 3．146  

10．9  

13．2  

15．1  

16．9  

19．0   

2．173   

10．1  

12．2   

14．0   

15．7  

17．7  

0
 
3
 
6
 
 
5
 
5
 
5
 
 

9
 9

0
 

2
 
 3．068  2．222  

10．3  9．6  

12．7  11．8  

14．6  13．6  

16．6  15．4  

18．6  17．3  

49．1  45．2   

79．9  78．0   

89．0  87．1  

96．4  94．5  

103．4  101．4  

110．0  107．6  

出生時  

1歳6か月  

2歳6か月  

3歳6か月  

4歳6か月  

5歳6か月   

49．2  49．6   

81．1  81．2   

90．0  90．1   

97．2  97．4  

104．0  104．2  

110．5  110．7  

45．0  48．7  

79．1  79．7  

88．1  88．8  

95．2  96．2  

102．0  103．2  

108．3  109．8  

注：1）第1回調査から第6凹調査まで回答を得た、出生体重・身長、各回の体重■身長の「不詳」を除く者（男児9，177、女児8，505）を集計〔  
2）出生時体重「2，500g以上」、「2，500g未満」の総数に対する割合は以F（7）とおりである。  

男児 「2，500g以 ヒ」92．7％、「2，500g未満」7．3％  
女児 「2，500g以l二J90．8％、「2，500g末溝J9．2％  

図18 平均体重の推移（出生時体重2，500g以上と2，500g未満）  
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日
じ
 
 
 
亡
U
 
 

3．068  
4・0ト2・990 2．222  1，0 卜3．076  

2．0        0．0  

出生時1歳6か月 2歳6か月 3歳6か月 4歳6か月 5歳6か月  出生時 1歳6か月 2歳6か月 3歳6か月 4歳6か月 5歳6か月   

注：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、出生体竜・身長、各回の体重・身長の「不詳」を除く楷（男児9，177、女児8，505）を集言t  
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図19 出生時の体重別にみた5歳6か月の身長と体重   

【男児】  
（cm）   

115．0  

110．0  

身  体  

20．0   

長   重  

105．0  

総数  2500g未満  2500きざ以上  

【女児】  
（cm）  

115．0  

身長  

109．8cm  

休寮  

総数  2500g未満  2500g以上   

7主：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、出生体重・身長、各回♂）体重・身長の「不言羊」を除く者   

（男児9，177、女児8，505）を集計。  

図20 出生時の体重別にみた子どもの体型（5歳6か月）  

やせぎみ（カウフ指数14以下）  ふつう（カウプ指数15～17）  ふとりぎみ（カウプ指数18以上）   

2500g未満  

2500g以上  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

汀：都＝‖l謂たか「）第6卜】l調査士でl叶答む得た」＝牛休叫・身1、ご、糾申〕体重・身長、第61可調査力ウプ桁数の「イ＼詳」を除く音（総数17，G82）を渠計  
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（2）テレビ・コンピュータゲーム  

ア「ふだんの日にテレビを見る時間」別にみた「子どもの行動」   

第3回調査から第6回調査までの、ふだんの日にテレビ（ビデオ、DVDを含む）を見る時  

間別に、第6回調査の「子どもの行動」で「できる」と回答のあった割合をみると、「1時間未  

満」は、「落ち着いて話しを聞くこと」、「ひとつのことに集中すること」、「がまんすること」、「約  

束を守ること」の割合が高くなっている（図21）。  

図21ふだんの日にテレビを見る時間別にみた  

第6回調査「子どもの行動」で「できる」と回答のあった割合  

一－－－1時間未満  －－→－1～3時間未満  ▲－－－3時間以上  

第6回調査【ひとつのことに集中すること】  第6回調査【落ち着いて話しを聞くこと】  
100％  

90畑  

80％   

O％  

100％「   

90  

80％ト   

70％「  

60％「   

0％  

♭．r一亡＝ 

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

第6回調査【感情をうまく表すこと】  

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

第6回調査【がまんすること】  
100％  

90％  

80％  

70％  

60％  

0％  

100％「  

90％  

80％ －  

70％  

60％ 

0％  

▲      ・・   ▲  ▼  

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

第6回調査【約束を守ること】  

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

第6匡ほ周査【集団で行動すること】  
100％  100％  

ト 
。。％  9。％†  

80％ －  

70％r  
60％ 

0％  

第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

▲－ ．  

70％ 

60％r   

o％L  
第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

注：1）第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，785）を集計。  
2）第3回調査から第5回調査までは「ふだん1日にテレビをどのくらいみていますか」として調査した。  
3）第6回調査は「テレビを1日に見ている時間」を「ふだんの日」と「日曜日」に分けて調査した。  
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イ コンピュータゲーム   

きょうだい構成別に、コンピュータゲームをする子の割合の変化をみると、「兄姉あり」は「兄  

姉なし」に比べ、「コンピュータゲームをする」割合が高くなっている（図22）。   

第6回調査「ふだんの目にコンピュータゲームをする状況」別に、「子どもの父母との接し方」  

で「よくする」と回答のあった割合をみると、「ゲームをしない」及びゲームをする場合「ゲー  

ムを1時間未満」するでは、「その日の出来事などを親に話しをする」、「「なぜ」、「どうして」  

と疑問に思うことを質問する」の割合が高くなっている（図23）。  

図22 きょうだい構成別にみたコンピュータゲームをする子の割合の変化  

コンピュータゲームをする  コンピュータゲームをしない  

第4回調査  

第5回調査  

第6回調査  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

注：1）第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，785）を集計。  
2）第4回調査、第5回調査は「ふだん1日にコンピュータゲームでどれくらい遊んでいますか」として調査した。  

第6回調査は「コンピュータゲームを1日にする時間」を「ふだんの日」と「日曜日」に分けて調査した。  
3）第6回調査の「コンピュータケーームをする」は、「ふだんの目」、「日曜日」のいずれか又は両方する着である。  

「コンピュータゲームをしない」は、rふだんの日」、「日曜日」（J）両方しない着である。  

4）「コンピュータゲーム」とは、テレビゲーム、パソコンゲーム、携帯型ゲームなどである。  

図23 第6回調査「ふだんの日にコンピュータゲームをする状況」別にみた  

第6回調査「子どもの父母との接し方」で「よくする」と回答のあった割合  

【ゲームをするかLないかの有無別】  

－■←－ケームをLない ・「△・ゲームを十ろ  

そ山‖の川来－Ii／ごとを  

親に話しをすろ  
＼llヽ  

【ゲームをする場合の時間別】  

＋ゲームをl時間木浦  ・・企－ケームをl時間以卜  

そ〝）‖J）川来やなとを  

親に話しをすろ  
ヽl■＼  

けこぜ」、「と〕して」ヒ矧別に  
′【どうことを矧㌍けろ  

絹に遊びたがろ  

持っていろ物をわだろ   

注：l）第1国訴査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，7日5）を集計〉  
2）「コンピュータゲーーム」とは、テレビゲーム、ハソコンゲーム、携帯型ゲームなどである  

－20－  



（3）父と子ども  

ア 父の就業状況   

父の就業状況をみると、出産1年前から第6回調査までの間で「ずっと有職」の割合が95．0％  

で、そのうち「ずっと常勤」が75．6％となっており、第6回調査までの間で「1回でも無職」を  

経験した父親は5．0％となっている（表5）。   

父の就業状況別にきょうだい構成の変化をみると、第1回調査では、「ずっと常勤」は「ひと  

り」49．0％、「兄姉のみ」51．0％、「1回でも無職」は「ひとり」55．8％、「兄姉のみ」44．2％となっ  

ている。第6回調査では「ずっと常勤」、「1回でも無職」のいずれも弟妹が増えているが、「ひ  

とり」の割合は、「1回でも無職」で19．7％と高くなっている。（図24）  

表5 父の就業状況  図24 父の就業状況別にみたきょうだい構成の変化  

【ずっと常勤（出産1年前から第6回調禿までの間）】  

総数   

総数  100．0  

ずっと有職  95．0  

（再掲）   ず 

っと常勤  75．6  

（再掲）   

ずっと自営業・家業、  7．9  
内職、その他   

1匝】でも無職   5．0  

第1回調査時  
きょうだい構成  

第6【可調査時  
きょうだい構成  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

【1L叫でも無職（出席1年前から第6【口】調査までの間）】  

第I一口l調査時  
きょうだい構成  

第6回調査時  
きょうだい構J戎  

ひとり 55．8  

兄弟姉妹あり   

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％   

注：1）父母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た、父の就業状況「不詳」を除く者（総数30，654）を集計。  
2）「ずっとパート・アルバイト」、「ずっと無職」は極小のため表草していない。  
3）第3回調査は父の就業状況を調査していない。  

イ「休日に父と過ごす時間」別にみた「子どもの行動」   

第2回調査（1歳6か月）の「休日に父と過ごす時間」別に、第6回調査（5歳6か月）の  

「子どもの行動」で「できる」と回答のあった割合をみると、父と過ごす時間が長いほど割合  

が高くなっている（図25）。  

（1歳6か月）の「休日に父と過ごす時間」別にみた  

（5歳6か月）の「子どもの行動」で「できる」と回答のあった割合   

国1～2時間未満  田2～4時間未満  ℡4～6時間未満  ■6時間以上  

93，0  

図25 第2回調査  

第6回調査  

□1時間未満  

100％「  

80％ 仁   

60％†  

40％「   

20％ト   

0％ 

84，6  86・6  
79．9  

76．3  
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注：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、第2回調査時に父と同居している者（総数34，892）を集計。  
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ウ「父の休日の過ごし方」別にみた「子どもの行動」   

第3回調査（2歳6か月）の「父の休日の過ごし方」別に、第6回調査（5歳6か月）の「子  

どもの行動」をみると、父が「家族と一緒に過ごす」、「仕事に行く、家で仕事をする」場合、「が  

まんすること」、「落ち着いて話しを聞くこと」等で、他の過ごし方に比べて「できる」割合の  

差が大きくなっている（図26）。  

図26 第3回調査（2歳6か月）の「父の休日の過ごし方」別にみた  

第6回調査（5歳6か月）の「子どもの行動」  

D できる  田 できない  ■ 不詳  

第6回調査【落ち着いて言古しを聞くこと】   第6回調査【ひとつのことに集中すること】   
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？主：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、笥3回調査時に父と同居している者（総数34，577）を集計。  
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参■ 考  

1客体の特徴  

21世紀出生児縦断調査と平成13年人口動態統計  

出生数  出生数 構成割合  性比 （女：100）  平均体重 （kg）  平均身長 （cm）  13大都市  その他の市  郡部   

総数   47，015   100．0   構成割合  

21世紀出生児縦断調査 第1回調査集計客体数  

24，425   52．0  108．1  3．07   49．2   
21．4   59．4   19．2  

女   22，590   48．0  2．99   48．7   

総数   1，170，662   100．0   構成割合  

平成13年人口動態統計  600，918   51．3  105．5  3．07   49．2   
21．2   59．7   19．0  

女   569，744   48．7  2．98   48．7   

出生順位別構成割合  

総数   第1子   第2子   第3子   第4子  第5子以降   

21世紀出生児縦断調査  
100．0   48．9   36．4   12．0   2．2   0．6   

第1回調査集計客体数  

平成13年人口動態統計   100．0   49．0   36．6   11．8   2．1   0．6   

（13大都市）  

21世紀出生児縦断調査  21．4   22．9   21．0   17．2   18．2   14．8   
第1回調査集計客体数  

平成13年人口動態統計   21．2   22．8   20．6   17．8   17．7   17．2   

注）市部・郡部別については、人口動態統計の統計表に出生順位別数が無いため算出できない  

21世紀出生児縦断調査第6回調査集計客体数  

総数   第1子   第2子   第3子   第4子  第5子以降   

総数   38，537   18，744   14，216   4，618   784   175   

男   20，014   9，583   7，477   2，466   387   101   

女   18，523   9，161   6，739   2，152   397   74   

男（構成割合）   51．9   51．1   52．6   53．4   49．4   57．7   

女（構成割合）   48．1   48．9   47．4   46．6   50．6   42．3   

（第1回調査から第6回調査にかけて脱落した割合）  

総数   18．0   18．4   17．0   18．0   23．6   35．4   

男   18．1   18．8   16．7   17．7   23．1   32．2   

女   18．0   18．0   17．2   18．3   24．1   39．3   
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2 同居者構成の変化  

第1回調査の同居者構成別にみた第6回調査の同居者構成  

引立：0。  

第6［司調査同居者構成・第6回調査きょうだい構成  

総数父母と同居 

菜′芸うl（譜）l謂艶l蒜荒l（謂）l詣艶l筈完㌶志そ棚   
総数   100．0  リ3．5  72．7  11．1  29．6  20．4  2，5  9．0  0．3  6，3  0．2  
父母と同居   100．0  リ4．4  73．5  11．2  29．9  20．6  2．5  9，1  0．3  5，3  0．2  

第  リ4．7  87．6  13．4  35．9  6．8  0，9  2．2  0．2  5．1  0．2   
6   （再掲）ひとり   100．0  日4．3  日（i．4  26．7  0．1  7．7  1．9  0．0  0．2  5．5  0．2   
回  （再掲）兄姉〝）み   100．0  リ5．0  8日．9  0．2  71．8  5．9  0．0  4，5  0．3  4．8  0．2   
市  父母と祖父母   100．0  リ3．7  20．こう  2．7  7．6  73．D  8．6  35．2  0．3  6．1  0．2   
郡  （再掲）ひとり   100．0  リ2，6  24．6  6．3  0．0  67．7  20．0  0．2  0．4  7．2  0．2  

（再掲）兄姉のみ   100．0  945  171  00  132  770  01  610  03  53  03   
100．0  8軋2  52．2  6．6  2：i，5  12．5  0．7  3．7  23．5  11．8   

第  父母とその他                                      ロ  父又は母と同居   100．0  ⊥i8．0  28．9  6．7  9．6  8．8  2．8  2．4  0．3  61．4  0．6   
回  100．0  42，9  42．9  14，3  42．9  14．こう  
調   16大都市   
総数    査  100，0  〔）3、8  82．1   15．2  32．8  11．4  1．9  5．0  0．3  6．0  0，2   
同  父母と同居   100．ロ  リ4．7  82．9  15，3  33．2  11，5  1．9  5．1  0．3  5．1  0．2   
居  父母又は父母ときょうだいのみ  100．0  リ4．8  90．0  16．7  36．2  4．6  0．9  1．5  0．2  5．0  0．2   
者  （再掲）ひとり   100．0  リ4．7  と軋5  ：i2．0  0．1  5．0  1．7  0．2  5．0  0．3   

（再掲）兄姉♂）み   100．0  リ4．9  90．6  0．1  75．5  4．1  ：う．2  0．3  5．0  0，1   
100．0  リ3．8  27．リ  4．4  9，5  65．7  9．7  ：52．8  0．2  5，9  0．2  

構                                             成  父母と祖父母                                           （再掲）ひとり   100．0  リ3．5  こi5．0  10．0  5～j．0  22．0  0，5  6．3  0∴i   

（再掲）兄姉のみ   100．0  94．1  2ご．4  16．9  71．7  58．5  5．7  0．2  
第                                                     父母とその他   1DOO  t）57  （〕5ソ  R7  217  130  4‘う  174  4‘j   

ロ   1DO．0  14．7  3リ．3  12，0  10．7  5．3  2．7  55．3  
回   100．0  50．0  50．0  50．0  50．0  調  その他の市・郡部  
査   100．0  93．3  6リ．7  9．8  28．6  23．2  2．7  103  04  64  02   
き  父母と同居   100．0  （）4Jう  70．5  9．9  28．9  23．5  27  104  04  54  02   
上  父母又は父母ときょうだいのみ  10D．0  リ4．6  8b．8  12」う  35．8  7．6  1．0  2．5  02  52  02   

（再掲）ひとり   100．0  胴．2  日5．2  24．7  0．1  軋7  1．9  0．0  02  5b  Dソ   

だ   （再掲）兄姉のみ   100．O  t）5．1  8H．3  0．2  70．5  6．5  0．0  4．9  0．2  4．7  0．2   
い  父母と祖父母   100．0  リ3．6  19．1  2．4  7．3  74．2  8．4  35．6  04  61  02   
構  （再掲）ひとり   100．0  リ2．5  2：1．0  5．7  0．0  69．2  19．8  0．2  0．3  7．4  0．2   
成  （再掲）兄姉〝）み   100．0  日4．5  1【う．3  0．1  12．5  77、9  0．2  61．5  0．4  5．2  0，3  

父母とその他   100．0  月6．6  4リ．1  6．3  24．1  12．5  0．9  二う．6  25．0  13．4  
父又は母と同居   10D．0  こう5，6  25．2  4．7  9．1  9．9  2．8  3．2  D．4  63．6  0．9  
その他   100．0  ヰ0．0  4D．0  4〔）．0  20．0   

注：1）第1回調査から第6回調査圭で回答を得た者（総数35，785）を集計 
2）総数には同居構成′不詳」、外国在住分を含む  

3 母の就業状況の変化  

第1恒1調査の母の就業状況別にみた第6回調査の母の就業状況  

し単位：（ユ′♭  

郁回調査母の就業状況  
第1回粛査げ〕きょうだい構成ひとFj  第1回調査のき上うだい構成兄姉のみ  

総数  無職  
総数  無職  常勤  バート アル′くイト  自営業・家業、 内職、そ♂）仙   

母檜  総数   100．0  53．4  46．6  1日．0  21．3  7，3       100．0  42．6  57．4  15．8  30．6  1川   

JJ弔  無職   川0．0  72．6  27．4  4．9  1b．3  6，2       100．0  57．9  42．1  ：i．H  30－4  臥0  

有職   100．0  う丁．1  52．9  ご2．4  22．9  7，6       100．0  15．7  朗」う  37．1  30．9  16．3  

常勤   100．ロ  ー2．7  57．3  31．1  21．1  5．1       100．0  13．2  H6．H  65．7  17．2  こi．9  

バートアルバイト   100．0  5リ．7  40．3  ）r  28．5  6．2       100．0  1日．9  机一1  13．7  58．9  8．4  

自営業・家業、内隠そ〃）他   100．0  31．8  68．2  7．4  14．8  46．0       川0．0  16．7  揖．3  5．6  20．6  57，1   

注：母と同居している、第1回調査から6回調査去で回答を得た、母げ）就業状酢不詳を除く都総数3こぅ，395）を集計   
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統 計 表  

1集計客体数一覧  
図表番号   集計客体  

下記の  第1回から第6回まで回答した者  

図表以外  
35785   

表1・図1  35785  

16大都市  8532  

亭両面両市  27253  
図オ  第1回から東6面責モき吏うだい構成不謡を除く  35634   

第1回母と同居  
図11  」1」也塵半年後の母の観葉旦主監塾  5636   

図3・5  

図10・16・17   
第1回から第6回まで母と同居  35363  

図3・16・17   8127   

図3・16・17  ずっと無職  5868  

表5図24  第1回から雛回まで父と両窟 30654   

図6・7  第1回から第6回まで母の就業不詳を除く  33395   
図8－1  出産1車繭あ毎蘭無職   15006   
函8－2  「毎が有職を繭始   4996   
図9－1  出産1年前の母の就業が有職   18389   

出 
函自二豆  始   3997   

函12・13  青海緑葉敢得あり   4381   

図14・15  第5回通園状況不詳を除く   33371   
ふだん町温室畳塑過曇眉  

図4  祖父母の同居を塑   5172  

雇区  祖交母の同居なし  648   

表3・4  
図18・19・20   第1回から第6回まで身長、体重、カウプ指数の不詳を除く  17682   

図25  第2回父と同居  34892   

図26  第3回父と同居  34577   
注：図4は各調査回で集計客体数が異なるため、参考として第2回調査の集計客体数を表章している。   

統計表1 母の就業の有無別にみたふだんの保育者（複数回答）の変化（P5 図3）  

総数   （再掲）ふだんの保育者（複数回答）  

祖父母  保育士等  幼稚園の先生   
第1回調査   35363  7676  1348   

第2回調査   35363  9530  6340   
第3回調査   35363  9180  9011   

第4回調査   35363  8446  11711  5897   

第5回調査   35363  8382  13826  18433   
第6回調査   35363  8272  13329  21189   

【ずっと無職（出産1年前から第6回調査までの間）】  

16大都市  

（再掲）ふだんの保育者（複数回答）  （再掲）ふだんの保育者（複数回答）  

祖父母  保育士等  幼稚園の先生  祖父母  保育士等  幼稚園の先生   
第1回調査   2384  285  12  5743  849  12   

第2回調査   2375  306  28  5747  976  53   

第3回調査   2361  301  45  5750  973  124   

第4回調査   2350  269  60  536  5739  868  278  1233   

第5回調査   2362  248  77  1961  5722  781  513  4228   

第6回調査   2365  244  68  2191  5724  717  497  4925   

【ずっと有職（出産1年前から第6回調査までの問）】  

16大都市  

（再掲）ふだんの保育者（複数回答）  （再掲）ふだんの保育者（複数回答）  

祖父母  保育士等  幼稚園の先生  祖父母  保育士等  幼稚園の先生   
第1回調査   1117  266  219  4751  1995  722   

第2回調査   1110  361  821  4758  2543  2625   

第3回調査   1111  343  906  4757  2331  3107   

第4回調査   1103  335  911  66  4763  2169  3448  471   

第5回調査   1098  332  910  190  4765  2249  3669  1033   

第6回調査   1098  338  901  210  4765  2211  3524  1268   

注：1）母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，363）を集計。  

2）ふだんの保育者のうち「母」、「父」、「その他」は表草していない。  
3）「保育士等」には「保育所・託児所の保育士など」「保育ママさんやベビーシッター」を含む。  

4）「16大都市」は、第1回調査から第5回調査までの住所地を、第6回調査時の「16大都市」の地域に区分した。  

5）総数には外国在住分を含む。  
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統計表2 第1回調査時のきょうだい構成別にみた母の就業状況の変化（P7 図6）  

総数   ヲ無職  有職   パート・  自営業・  

常勤  アルバイト  家業、  
内職、そ－の†巾．   

第  出産1年前   33395  15006  18389  10981  5484  1924   
1  

構回   
33395  24888  8507  5393  1254  1860   

成き  第2回調査   33395  2こi144  10251  5119  3080  2052   
よ  第3回調査   33395  21858  11537   

総う  第4回調査   33こう95  19501  13894  5257  5831  2806   
数だ   

し＼  第 
第5回調査   33395  17581  15814  5457  7411  2946  

6回調査   33395  15999  17396  5638  8694  3 06-1 
第  出産1年前   16269  JiO57  12212  8007  3555  650   

第1回調査  

慧   （出産半年後）   
16269  12178  4091  3037  454  600  

第2回調査   16269  11550  4719  2772  1277  670   
16269  11035  5234   ひ上  第3回調査                   とつ、、  第4回調査   16269  10137  6132  2764  2337  1031   

り  第5回調査   16269  9340  6929  2866  2933  1130  
第6回調査   16269  8695  7574  2935  3458  1181   

第  出産1年前   17126  10949  6177  2974  1929  1274   
構1  

成回   
17126  12710  4416  2356  800  1260   

き  第2回調査   17126  11594  5532  2347  1803  1382   
兄 よ  第3回調査   17126  10823  6303   
姉う  第4回調査   17126  9364  7762  2493  3494  1775   
のだ  第5回調査   17126  8241  8885  2591  4478  1816   
みしヽ  第6回調査   17126  7304  9822  2703  5236  1883   
注：1）母と同居している、第1回調査から6回調査まで回答を得た、母の就業状況「不詳」を除く者（総数33，395）を集計。  

2）第3回調査は母の就業状況を調査していない。  

統計表3 就労開始の調査回（対象児年齢）（P9 図8－2）  

第6回調査 きょうだい構成  
総数  l  ひとり l弟妹のみl兄姉のみl兄弟姉妹あり   

総数   4996  456  495  3600  434  

第1回調査  

就                                   （月齢6か月）   

200  25  23  128  23   

労  第2回調査  

開   （1歳6か月）   
662  67  51  481  58   

始  第3回調査  

♂つ   （2歳6か月）   
718  77  44  552  44   

調  第4回調査  

査   （3歳6か月）   
1009  101  91  750  66   

州   第5回調査  

（4歳6か月）   
1124  88  113  825  96  

第6［司調査  

（5歳6か月）   
1283  98  173  864  147   

注：1）母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た、母の就業状況「不詳」  

を除く、出産1年前が「無職」の母の就業状況が「有職」になり、第6回調査まで  

「有職」を継続した者（総数4，996）を集計。  
2）総数には、きょうだい構成「不詳」を含む。  

統計表4 出産半年後離職その後有職開始の調査回（対象児年齢）（PlO 図9－2）  

第6回調査 きょうだい構成  

弟妹のみ  弟姉妹あり   姉のみ  

総数  

第2回調査  

（1歳6か月）  

第3回調査  

（2歳6か月）  

第4回調査  

（3歳6か月）  

第5回調査  

（4歳6か月）  

第6回調査  

3997  1287  1446  1095  151  

1024  341  213  427  37  

665  274  151  213  22  

804  271  295  213  23  

799  241  367  155  34  

705  160  420  87  35  

注：1）母と同居している、第1回調査から第6回調査まで回答を得た、母の就業状況「不詳」  
を除く、出産1年前が「有職」の母の就業状況が、出産半年後「無職」、その後「有職」  
になり第6回調査まで「有職」を継続した者（総数3，997）を集計。  

2）総数には、きょうだい構成「不詳」を含む。  
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統計表5 ふだんの目にテレビを見る時間別にみた第6回調査「子どもの行動」（P19 図21）  

第6回調査 子どもの行動  
落ち着いて話しを聞くこと   ひとつのことに集中すること  

lできるlできないl 不詳   lできるlできないl 不詳   
第3回調査   35785   29026  6240  519  35785   30776  4547  462  

1時間未満   3631  3005  566  60   3631  3145  434  52  
1～3時間未満   18088  14967  2855  266  18088  15809  2048  231  
3時間以上   13323   10492  2651  180  13323  11234  1932  157  

調                                                                                                                          不詳   743  562  168  13   743  588  133  22   
査  第4回調査   35785   29026  6240  519  35785   30776  4547  462   
回  1時間未満   3456  2876  517  63   3456  3045  356  55  

1～3時間未満   19301  15915  3117  269  19301  16739  2317  245   
テ  3時間以上   12668  9961  2528  179  12668  10696  1822  150   
レ  不詳   360  274  78  8   360  296  52  12   
ビ  第5回調査   35785   29026  6240  519  35785   30776  4547  462   

を  1時間未満   4183  3579  533  71   4183  3711  398  74   
見  1～3時間未満   23150  19034  3795  321  23150   20084  2788  278   

る  3時間以上   8009  6094  1798  117   8009  6632  1278  99   
時  不詳   443  319  114  10   443  349  83  11   

間  第6回調査   35785   29026  6240  519  35785   30776  4547  462  

1時間未満   6107  5187  832  88   6107  5418  601  88  
1～3時間未満   24356  19841  4183  332  24356   21006  3066  284  
3時間以上   5180  3898  1199  83   5180  4240  865  75  

不詳   142  100  26  16   142  112  15  15  

第6回調査 子どもの行動  
がまんすること   感情をうまく表すこと  

lできる t できないl 不詳   lできるlできないl 不詳   
第3回調査   35785   26464  8688  633  35785   27037  8071  677  

1時間未満   3631  2709  851  71   3631  2791  754  86  
1～3時間未満   18088  13594  4170  324  18088  13885  3859  344  

調  3時間以上   13323  9643  3455  225  13323  9845  3254  224  

不詳   743  518  212  13   743  516  204  23   
査  第4回調査   35785   26464  8688  633  35785   27037  8071  677   
回  1時間未満   3456  2669  713  74   3456  2625  750  81  

1～3時間未満   19301  14388  4568  345  19301  14800  4138  363   
テ  3時間以上   12668  9151  3311  206  12668  9345  3103  220   
レ  不詳   360  256  96  8   360  267  80  13   
ビ  第5回調査   35785   26464  8688  633  35785   27037  8071  677   
を  1時間未満   4183  3286  813  84   4183  3195  884  104   
見  1～3時間未満   23150  17307  5443  400  23150  17654  5085  411   
る  3時間以上   8009    5598  2274  137   8009  5876  1985  148   
時  不詳   443  273  158  12   443  312  117  14   
間  第6回調査   35785   26464  8688  633  35785   27037  8071  677  

1時間未満   6107  4768  1228  111   6107  4649  1337  121  
1～3時間未満   24356  18102  5850  404  24356  18512  5412  432  
3時間以上   5180  3494  1585  101   5180  3783  1288  109  
不詳   142  100  25  17   142  93  34  15  

第6回調査 子どもの行動  

集団で行動すること   約束を守ること  
t できるlできないl 不詳   lできるlできないl 不詳   

第3回調査   35785   33024  2252  509  35785   28186  6773  826  
1時間未満   3631  3349  227  55   3631  2840  708  83  
1～3時間未満   18088  16805  1030  253  18088  14517  3145  426  
3時間以上   13323  12222  918  183  13323  10312  2725  286  

調                                                                                                                         不詳   743  648  77  18   743  517  195  31   
査  第4回調査   35785   33024  2252  509  35785   28186  6773  826   
回  1時間未満   3456  3156  234  66   3456  2743  616  97  

1～3時間未満   19301  17926  1116  259  19301  15416  3448  437   
テ  3時間以上   12668  11615  879  174  12668  9769  2621  278   
レ  不詳   360  327  23  10   360  258  88  14   
ビ  第5回調査   35785   33024  2252  509  35785   28186  6773  826   
を  1時間未満   4183  3848  252  83   4183  3403  669  111   

見  1～3時間未満   23150   21490  1360  300  23150  18534  4114  502   
る  3時間以上   8009  7298  597  114   8009  5947  1869  193   
時  不詳   443  388  43  12   443  302  121  20   

間  第6回調査   35785   33024  2252  509  35785   28186  6773  826  
1時間未満   6107  5631  383  93   6107  4987  974  146  
1～3時間未満   24356   22589  1445  322  24356  19339  4491  526  
3時間以上   5180  4687  413  80   5180  3757  1285  138  

不詳   142  117  11  14   142  103  23  16   
注：1）第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，785）を集計。  

2）第3回調査から第5回調査までは「ふだん1日にテレビをどのくらいみていますか」として調査した。  
3）第6回調査は「テレビを1日に見ている時間」を「ふだんの日」と「日曜日」に分けて調査した。  
4）第3回調査から第5回調査テレビを見る時間「不詳」には、「わからない」を含む。  
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統計表6 第6回調査「ふだんの目にコンピュータゲームをする状況」別にみた   

第6回調査「子どもの父母との接し方」で「よくする」と回答のあった割合（P20 図23）  

第6回調査 ふだんの目にコンピュータゲームをする時間  
コンピュータ  

総数  ゲームを  不詳  

しない   する   
1時間未満  1時間以上   

総数   35785  21488  14025  10547  3478  272   

注：第1回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，785）を集計。   

統計表7 第2回調査（1歳6か月）の「休日に父と過ごす時間」別にみた  

第6回調査（5歳6か月）の「子どもの行動」（P21図25）  

第2回調査 休日に父と過ごす時間  

総数 l時間未満ll（完語間l2〈三悪間l4〈諾謡間l6時間以上 不詳   

落ち着いて話しを聞くこと   34892  926  1282  3111  4899  23451  1223  
できる   28358  710  1009  2494  3953  19220  972  
できない   6035  201  245  565  875  3924  225  
不詳   499  15  28  52  71  307  26  

ひとつのことに集中すること   34892  926  1282  3111  4899  23451  1223  
できる   30049  783  1103  2642  4181  20314  1026  

第                                                                                                                                                                                                            できない   4400  132  157  423  663  2854  171   

fi 不詳   443  11  22  46  55  283  26  
回                                           がまんすること   34892  926  1282  3111  4899  23451  1223   

調   できる   25862  619  893  2215  3530  17704  901   
できない   8419  288  357  査  
不詳   

830  1281  5372  291   
611  19  32  66  88  375  31  

34892  926  1282  3111  4899  23451  1223   
子 ど                                          感情をうまく表すこと                               も  26356  657  947  2282  3653  17887  930  

の  できない   7881  245  303  764  1156  5156  257  
不詳   655  24  32  65  90  408  36  

行  34892  926  1282  3111  4899  23451  1223  
動   できる   32227  819  1158  2842  4478  21819  1111  

できない   2175  93  95  220  344  1339  84  
不詳   490  14  29  49  77  293  28  

約束を守ること   ：i4892  926  1282  3111  4899  23451  1223  
できる   275√41  691  964  2393  3812  18735  946  
できない   6550  209  274  646  972  4211  238  
不詳   801  26  44  72  115  505  39   

注：第1回調査から第6回調査まで回答を得た、第2［ロ」調査時に父と同居している者（総数34，892）を集計。   

統計表8 第3回調査（2歳6か月）の「父の休日の過ごし方」別にみた  

第6回調査（5歳6か月）の「子どもの行動」（P22 図26）  

第3回調査 父の休日の過ごし方  

家族と一一緒に  家族とは別に すこが  
不詳   

い   総数   過ごすことが多  二とが多い  
落ち着いて話しを聞くこと   34577  27483  1401  1455  1885  1344  803  206  

できる   28136  22536  1069  1126  1478  1124  640  163  
できない   5952  4575  
不詳   

308  306  380  198  148  37  

489  372  24  23  二三7  りり  15  6  

ひとつのことiこ集中すること   34577  27483  1401  1455  1885  1344  803  206  
できる   29806  23790  1167  1二三36  1581  1176  686  170  

第                                                                                                                                                                                                                                                        できない   4337  3351  218  203  279  150  
6  

103  33  
434  342  16  16  25  18  14  3  

回   34577  27483  1401  1455  1885  1344  803  206   
調  できる   25654  20620  964  1016  134二三  1010  570  132   
査  できない   8327  6401  415  413  511  308  212  67  

596  462  22  26  32  26  21  ′   
34577  27483  1401  1455  1885  1344  803  206  

不詳                                                    十 ど も  感情をう圭く表すこと                                     できる   26108  ：亡0854  10二三8  1082  1376  1032  591  145  
できない   782二三  6130  

の   
349  346  474  278  190  55  

647  499  24  27  35  34  6  

34577  27483  1401  1455  1885  1344  803  206  
行 動  不詳  31946  25495  1267  1324  1704  1241  729  186  

できない   2152  1628  110  110  
不詳   

149  81  59  15  

479  360  24  21  32  22  15  5  

約束を守ること   34577  27483  1401  1455  1885  1344  803  206  
できる   27316  21891  1045  1101  1423  1083  621  152  
できない   6474  4984  320  318  
不詳   

419  230  154  49  

787  608  36  36  43  31  28  5   

注：第1回調査から第6回調査圭で回答を得た、第3回調査時に父と同居している者（総数34，577）を集計。   
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用 語 の 定 義  

（1）同居者  

同居者には以下のものは含まない。（各回調査時）  

① 長期（概ね3か月以上）にわたって不在にしている者。  

② 現在不在で不在期間が長期にわたることがわかっている者。  

ただし、①、②の者で途中定期的に帰宅する者は同居としている。  

（2）同居者の構成  

父母と同居  

父母又は父母ときょうだいのみ  

父母のみ   調査対象児＋父＋母   

肝 塵些率いのみ  調査対象児＋父＋母＋きょうだい  

父母と祖父母  

父母と母方の祖父母  調査対象児＋父＋母＋母方の祖父又は祖母、又は両方（＋兄弟姉妹）（＋その他の同居者）   
父母と父方の祖父母   調査対象児＋父＋母＋父方の祖父又は祖母、又は両方（＋兄弟姉妹）（＋その他の同居者）   

父母と両方の祖父母   調査対象児＋父＋母＋母方及び父方の祖父母（＋兄弟姉妹）（＋その他の同居者）   

父母とその他  調査対象児＋父＋母＋その他の同居者（祖父母以外）（＋兄弟姉妹）   

父又は母と同居  

母のみ又は母ときょうだいのみ  調査対象児＋母（＋兄弟姉妹）   

母と祖父母等   調査対象児＋母＋祖父又は祖母、又はその他の同居者（＋兄弟姉妹）   

ときょうだいのみ  調査対象児＋父（＋兄弟姉妹）  

農芸  調査対象児＋父＋祖父又は祖母、又はその他の同居者（＋兄弟姉妹）   
その他   父とも母とも同居していない場合   

（3）きょうだい構成  

調査対象児と同居している兄弟姉妹の年齢別にみた構成。  

調査対象児が双子、三つ子の場合、他にきょうだいがいなければきょうだい「兄姉のみ」としている。  

年齢不詳のきょうだいがいる場合、第1回調査時からいるきょうだいは、「兄姉」としている。  

－  

－ 

。－ 

（4）ふだんの保育者  

日常、時間の長短に関係なく、調査対象児を保育している者。  

育ママさんやベビーシッター 母、父、母方の祖母、母方の祖父、父方の祖母、父方の祖父、保育所・託児所の保育士など、 保、幼稚園の先生、その他  ふだんの保育者  

－  

「保育所・託児所の保育士など」、「保育ママ」又は「ベビーシッター」  
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祖母の組み合わせ  

母方の祖母  母方の祖母のみ、または母方の祖母と祖父   

父方の祖母   父方の祖母のみ、または父方の祖母と祖父   

母方の祖母と父方の祖母  母方の祖母と父方の祖母、または母方の祖母と父方の祖母と祖父   

祖父のみ   母方の祖父のみ、または父方の祖父のみ、または母方の祖父と父方の祖父   

（5）市郡  

調査対象児の第6回調査時（1月生まれの場合は平成柑年8月、7月生まれの場合は平成19年2月）  

における住所地。  

東京都区部、札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、静岡市、名古屋市、  
16大都市  

京都市、大阪市、堺市、神戸市、広島市、北九州市、福岡市   

その他の市  16大都市以外の市   

部   16大都市、その他の市以外   
外国   外国   

調査対象児の第5回調査時（1月生まれの場合は平成17年8月、7月生まれの場合は平成18年2月）  

における住所地。  

東京都区部、札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、静岡市、名古屋市、  
15大都市  

京都市、大阪市、神戸市、広島市、北九州市、福岡市   

その他の市  二15大都市以外の市   

郡部   15大都市、その他の市以外   
外国   外国   

（6）地域ブロック  

北海道   北海道   

東北   青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県   

関東1   埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県   

関東2   茨城県、栃木県、群馬県、山梨県、長野県   

］已陸   新潟県、富山県、石川県、福井県   

東海   岐阜県、静岡県、愛知県、三重県   

近畿1   京都府、大阪府、兵庫県   

近畿2   滋賀県、奈良県、和歌山県   

中国   鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県   

国   徳島県、香川県、愛媛県、高知県   

北九州   福岡県、佐賀県、長崎県、大分県   

南元州   熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県   

外国   外国   

（7）就業  

有職  
第1回調査、第2回調査、第4回調査、第5回調査、第6回調査  

勤め（常勤）、勤め（パート・アルバイト）、自営業・家業、内職、その他を合わせたもの。  
（育児休業中等 のをむ        第3回調査  

休業含）           収入を伴う仕事、又は収入を得ることを目的とする仕事に従事してい独   
無職   家事（専業）、無職、学生を合わせたもの。   

勤め（常勤）  

勤め（パート・アルバイト）  常勤 パートアルバイト  
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（8）母の育児休業取得の有無  

≠  

・ 剛  

苔  

（9）母の就業の変化  

出産1年前から第6回調査まで、全て無職。  
出産後いずれかの時点から有職を継続している。  

有職無職繰り返し   出産後有職、無職を繰り返す。第6回調査時の有職、無職は問わない。   

出産1年前に「有職」の母の就業の変化  

げっと有職   出産1年前から第6回調査まで、全て有職。   

出産後離職その後有職   出産後いずれかの時点で離職し、その後有職になり有職を継続している。   

出産半年後離職その後有職  出産半年後までに離職し、その後有職になり有職を継続している。  
地産後離職その後無職  出産後いずれかの時点で離職し、その後無職を継続している。   

忘荒欝そ攣職 出産半年後までに離職し、その後無職を継続している。  
出産後有職、無職を繰り返す。第6回調査時の有職、無職は問わない。   

（10）父の就業の変化  

出産1年前から第6回調査まで、全て有職。  

ずっと常勤   出産1年前から第6回調査（第3回調査を除く）まで、全て常軌  

ずっと自営業・家業、内職、その他  出産1年前から第6回調査（第3回調査を除く）まで、全て自営業・家業、内職、その他。  

出産1年前から第6回調査（第3回調査を除く）まで、全てパートアルバイト。  

回でも無職   出産1年前から第6回調査までの間に、1回でも無職あり。  

げっと無職   出産1年前から第6回調査まで、全て無職。   

（11）子育て意識（子どもを育てていてよかったと思うこと 等）  

「子どもを育てていてよかったと思うこと」、「子どもを育てていて負担に思うことや悩み」は、調査対象児  

についての回答である。  

（12）子どもの体型  

調査対象児のカウプ指数を算出し、分類した。  

カウプ指数＝体重（g）÷（身長（cm）×身長（cm））×10  

注）体重、身長ともに記載のある場合に算出  

ー31－   



調査項目一覧  

第1回調査  第2回調査  第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査   

保育者  ○   （⊃   （⊃   ○   ○   ○  

同居者  ○  P  （⊃   （⊃   （⊃   ○  

担父母との行き来  （⊃  

住昼の広さに対する昼葦  ○  

引越し・増築の有無  ○  

住居形阻 （⊃   

住環境  ○  

ペットの有無  ○  

父母に／ついて  

生まれてから現在までの変化  ○  

就業状況  ○  ○  ○   ⊂）   ○  

企業規模  ○  

（⊃  職業 育児休業の取得状況 口  ○  

起床時間・就寝時間  ○  

労働時間   ○  ○   ○  （⊃  

○  

帰宅時間  ○  

母の単身赴任些状況  
（⊃  〔）   

父の単身赴任の状況  ○  （⊃  （⊃  ○   （⊃  

学歴  ○  

育児・家事の分担状況  （⊃  ○  ○  

父の休日甲過ごし方  ○  

食習慣  （⊃  通勤時間  
ヰどもとの接し方  ○  
ヰどもと過ごす時間  ○  ○  

喫煙状況  （⊃  〔）  

収入   ○  ○  ○  （⊃   

1孝ゝ月の子育て費用  ○  ○  ○  ○   ．   （⊃  

保育料・月謝  ○  ○   ○   ○  （⊃  

習い事の費用  ○  

子育て費用についての負担感  （⊃  

子育てで意識して行っていること  （⊃  

子どもをもって／育てていてよかったと思うこと  ○   （⊃   （⊃   ○   ○   ○   

子どもをもって／育ててしユ耳鼻担拉塁i；±  ○  ○   ○  ロ  ○   ○  

子育ての不安や悩みの有無  ○  （⊃   

子育ての相談相手  ○  ○  （⊃  Q  

相談しない理由  ∈し  ○  

どのような子に育ってほしいか  （⊃  

授乳の状況  ○  

子どもについて  

○  

食事時に特に気をつけていること  ○   

健康に関して意識して行っていること  ○  

食事のようす  ○  
食事のよう竺ヱ史配なこと  ○  

おやつで気をつけていること  ○   

しつけの状況  ○  食事で気をつけていること                                                悪いことをしたときの対応  ○  
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第1回調査  第2回調査  第3回調査  第4回調査  第5回調査  第6回調査  

どもについて  

起床時間  ○   ○   ○   ○  

朝食時間  ○  

雷逗；＝＝＝  q  

おやっ時間  ○  

夕食時間  ○  

就寝時間  ○   ○   ○   ○  ○  

おねしょの有無  ○  

昼寝の状況  ○  ○  

入浴の状牡  ○  

通園の状況  ○  

生活の状況  ○  

せ●、＝「  ○  

遊び相手（遊ぶ頻度）  ○  

多い遊び  ○   ○  

皐ぎんの選び場所  ○  

遊び場所（遊ぶ頻度）  ○  

壁空蓼所で気ら；むむぅ主と  ○  
遊びについて意識していること  ○  

近所に年齢の近い遊び友だちの有無  ○  

五≧迫どうしの遊びのようす  ○  

友だちとの関係で気にかかること  ○  

テレビを見る時間  ○   ○   ○   ○  

テ｝些見方  9  
コイビ三二空グ∵ムをする時間  ○  Q  Q  

子の性格  ○  

子どもり壊ゝ互  ○  

習与二軍の状軋  ○  ○   ○  ○  

子どもが現在できること  ○  

子ども空行郵（集団竺準竺p適応）  ○  

章毎し1ゝ  ○  

病気やけが  ○   ○  ○  ○   ○  

事軽  ○  

身長・体重  ○   ○   ○   ○   ○   
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